
平成１７年１月１０日　　（６）

■�日�

■�場�

■�内�

■�持�

■�定�

■�申�

■�問�

■�費�

■�対�

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す

自
己
表
現
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
〜
生
き
生

き
自
分
さ
が
し
〜

■日
 

１
月　

日
�　

午
後
６
時　

分
〜
９

１８

３０

時　

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ｂ　

■内
 

自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
一
歩
を
講
座

を
通
し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
※
講
師

＝
梅
田
君
江
さ
ん
（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
）　

■定
 
　

人
（
申
込
順
）　

■費
 

３
０
０

３０

円　

■問
 

山
中
�　

・
４
６
０
１

９９８

学
習
会
の
お
知
ら
せ

■日
 

１
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
〜
４

２２

３０

時　

■場
 

八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室　

■内
 

ビ

デ
オ
上
映
「
未
来
を
開
く
女
た
ち
〜
パ

ー
ト
派
遣
の
現
場
か
ら
」、
講
演
「
見
直

そ
う
！
パ
ー
ト
と
い
う
働
き
方
〜
今
の

ま
ま
で
、
納
得
で
き
ま
す
か
〜
」
※
講

師
＝
酒
井
和
子
さ
ん
（
均
等
ア
ク
シ
ョ

ン　

事
務
局
）　

■費
 

３
０
０
円
（
資
料

２１
代
）　

■問
 

矢
澤
�　

・
９
６
３
２

９９７

��
　

あ
な
た
の
そ
の
声
を
大
切
に
し
ま
す
！

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に

語
り
ま
し
ょ
う
。

■日
 

①
２
月
２
日
�
②
２
月
４
日
�
③
２
月

　

日
�　

午
後
７
時
〜
９
時

１０■場
 

①
八
條
公
民
館
②
八
幡
公
民
館
③
ゆ
ま

に
て

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

■内
 

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
や
合
併
問
題
な

ど
に
つ
い
て
の
市
長
と
の
懇
談
会

■定
 

各
回　

人
（
申
込
順
）

５０

■費
 

無
料

■申
 

各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
窓
口
ま
た

は
電
話
で
、広
聴
広
報
課（
�
◯内
 

２
２
６
）へ

�
　

学
校
開
放
講
座
の
様
子
を
学
習
資
料
や

作
品
、
写
真
等
で
紹
介
し
ま
す
。

■日
 

２
月　

日
�
〜　

日
�　

午
前
９
時
〜

１０

１３

午
後
９
時　

分
３０

■場
 

や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

■問
 

社
会
教
育
課
�
◯内
 

３
５
７

   市
長
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
集
い

〜
八
潮
市
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜

学
校
開
放
講
座
合
同
作
品
展

�①
教
養
講
座
「
オ
ペ
ラ
を
歌
う
」

■日
 

１
月　

日
�
、
２
月
２
日
�
・
９
日
�

２６

・　

日
�
・　

日
�　

午
前　

時
〜　

時

１６

２３

１０

１１

　

分
３０■場
 

八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

■内
 

や
さ
し
い
オ
ペ
ラ
の
一
部
分
を
楽
し
む

※
講
師
＝
中
川
み
ど
り
さ
ん
（
音
楽
大
学

声
楽
科
卒
）　　

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

１５
②

･

人
権
講
座
「
カ
ラ
ー
ジ
ュ
『
い
の
ち 

･

友
達 
こ
こ
ろ
』
コ
ン
サ
ー
ト
」

■日
 

２
月　

日
�
、
午
後
２
時
〜
３
時　

分

１９

３０

（
午
後
１
時　

分
開
場
）　

３０

■場
 

八
條
公
民
館
第
１
会
議
室

■内
 

語
り
と
歌
と
ギ
タ
ー
が
織
り
な
す
コ
ン

サ
ー
ト
※
講
師
＝
カ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
ん
（
語

り
と
歌
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
家
）　　

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

８０
③
人
権
講
座
「
新
聞
記
事
で
読
む
人
権
〜

八
潮
地
域
を
中
心
に
〜
」

■日
 

２
月　

日
、
３
月
４
日
・　

日
（
各
回

２５

１１

金
曜
日
）　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
２０

■場
 

八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

■内
 

講
演
会
※
講
師
＝
本
田
豊
さ
ん
（
歴
史

家
）　

第
１
回
＝
近
代
１
０
０
年
の
世
相
と

新
聞
の
発
達　

第
２
回
＝
事
件
・
事
故
記

事
を
読
む　

第
３
回
＝
報
道
と
人
権
〜
書

か
れ
る
側
か
ら
見
た
問
題
点
〜

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

３０
④
趣
味
講
座
「
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
初
心
者

S
h
a
ll
w
e
d
a
n
c
e

講
習
会
〜 
 
 
    
 
  
 
 
 
 

〜
」　

　

歳
以
上
の
部

５０■日
 

２
月
８
日
〜
３
月　

日（
毎
週
土
曜
日
、

２６

２
月　

日
を
除
く
全
７
回
）　

午
前　

時

１９

１０

〜
正
午

　

歳
未
満
の
部

５０
公
民
館
の
事
業

■日
 

２
月
９
日
〜
３
月　

日（
毎
週
水
曜
日
、

２３

全
７
回
）　

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

八
條
公
民
館
会
議
室

■内
 

講
師
＝
八
潮
市
社
交
ダ
ン
ス
連
盟
講
師

・
役
員

■定
 

各　

人
（
申
込
順
）

３０

―
①
②
③
④
共
通
―

■対
 

市
内
在
住
、
在
勤
の
方
（
②
は
市
内
在

住
・
在
勤
の
小
学
生
以
上
で
、
静
か
に
鑑

賞
で
き
る
方
）

■費
 

無
料

■申
 

窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
�　
・
６
２
１
６
）、
八
條
公
民
館
（
�

９９５

　

・
３
２
０
０
）
へ

９９４�■日
 

２
月　

日
�　

午
後
１
時
〜
４
時　

分

１３

３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
（
講
演
会
場
）
お

よ
び
市
役
所
を
中
心
と
し
た
約
３
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
周
回
コ
ー
ス

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

■内
 

①
講
演
会
（
午
後
１
時
〜
２
時
）
＝
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
概
要
、
認
証
取
得
の

経
緯
、
取
得
後
の
計
画
等
※
講
師
＝
Ｉ
Ｓ

Ｏ
推
進
事
務
局
、
ア
オ
イ
環
境
�　

②
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
講
習
会
・
試
乗
会

（
午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分
）
＝
代
表

１５

３０

者
に
よ
る
運
転
体
験
※
講
師
＝
�
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
職
員

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

５０
■申
 

１
月　

日
か
ら　

日
ま
で
に
電
話
で
、　

１１

２８

環
境
課
Ｉ
Ｓ
Ｏ
推
進
事
務
局
（
�
◯内
 

２
３

５
・
８
２
７
）
へ

�■日
 

２
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

１２

３０

　

分
３０

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
体

験
講
習
会
・
試
乗
会

文
化
振
興
講
演
会

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

■内
 

ギ
タ
ー
の
生
演
奏
※
講
師
＝
李
偉
玉

（
リ
ー
・
エ
イ
ギ
ョ
ク
）
さ
ん

■定
 

５
０
０
人
（
申
込
順
）

■費
 

無
料

■申
 

窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館
内

の
文
化
協
会
（
午
前　

時
〜
午
後
４
時
、

１０

�　

・
６
２
１
６
）
へ

９９５
�■日

 

２
月
５
日
�　

午
後
６
時
〜
９
時
、
２

月
６
日
�　

午
後
１
時
〜
６
時

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ　
　

■対
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
電
子
商

取
引
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
考
え
て

い
る
、
市
内
で
新
規
に
創
業
す
る
方
お
よ

び
市
内
の
経
営
者
※
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
操
作
が
で
き
る
方

電
子
商
取
引
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
講
習
会

■内
 

電
子
商
取
引
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

２０
■費
 

無
料

■申
 

１
月　

日
か
ら　

日
ま
で
に
電
話
で
、

１２

２１

商
工
振
興
課
（
�
◯内
 

４
７
９
）
へ

�①
第　

回
収
蔵
品
展
「
寺
社
参
詣
と
札
所

１６｣

め
ぐ
り 

■日
 

１
月　

日
�
〜
２
月　

日
�

２９

１８

■場
 

資
料
館
企
画
展
示
室

②
古
文
書
講
座

■日
 

２
月　

日
�
・　

日
�
・　

日
�
、
３

１３

２０

２６

月
５
日
�
・　

日
�
（
全
５
回
）　

午
後
１

１２

時　

分
〜
３
時

３０
■場
 

資
料
館
会
議
室

■内
 

古
文
書
解
読
の
基
礎
知
識
や
く
ず
し
字

の
読
み
方
を
学
び
、
古
文
書
を
読
み
解
く

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

１５ 資
料
館
事
業

翠
洋
会
洋
画
ク
ラ
ブ　

周
年
記
念
展

２０

■日
 

２
月
３
日
�
〜
６
日
�　

午
前　

時
〜

１０

午
後
６
時
（
３
日
は
午
後
１
時
〜
６
時
）

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室　

■内
 

約　

点
の
油

３５

絵
を
展
示　

■問
 

榎
本
�　

・
２
０
７
３

９９６

第
９
回
オ
ー
ル
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

■日
 

２
月　

日
�　

午
後
１
時
〜
４
時　

■場
 

１３

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■内
 

オ
ー
ル
フ

リ
ー
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
・
抽
選
会　

■費
 

５
０

０
円　

■問
 

渡
辺
�　

・
０
８
３
３

９９６

八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

■日
 

２
月　

日
�　

午
後
２
時
〜
３
時　

分

１３

３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル　

■内
 

昭
和
の
歌
謡

曲
、
デ
ィ
ス
コ
サ
ウ
ン
ド
、
宮
崎
ア
ニ
メ

■費
 

無
料　

■問
 

小
平
�　

・
５
３
６
０

９９５

フ
ラ
ダ
ン
ス　

ロ
ケ
ラ
ニ
の
会

　

情
熱
的
な
先
生
に
よ
る
指
導

■日
 

毎
週
月
・
金
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
３
時　

■場
 

や

し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か　

■費
 

１
回
当
た
り

１
０
０
０
円　

■問
 

古
姓
�　
・
７
２
４
９
・

０９０

７
９
４
１

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ゆ
ず
り
ま
す

不用品あっせんコーナー

ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
（
１
千
円
）
２
台
有
り
、
座

卓
（
カ
リ
ン
材
１
万
円
）、
ベ
ッ
ド
用
ス
プ
リ
ン
グ
マ

ッ
ト
（
無
料
）

ミ
シ
ン
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
、
車
イ
ス

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
当
事
者
間
で
解
決
を
し
て

い
た
だ
き
、
市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

 

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

３
３
６

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

③
体
験
講
座
「
ひ
な
ま
つ
り
」

■日
 

２
月　

日
�
〜
３
月
３
日
�　

午
前
９

２２

時
〜
午
後
４
時
（
月
曜
日
休
館
）

■場
 

資
料
館
古
民
家

■内
 

各
家
庭
の
雛
人
形
を
古
民
家
で
展
示

※
展
示
す
る
雛
人
形
を
募
集

　

市
内
の
方
で
、
押
し
入
れ
や
倉
庫
な
ど

に
入
れ
た
ま
ま
の
雛
人
形
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
。

■申
 

２
月　

日
ま
で
に
電
話
で
、
文
化
財
保

１５

護
課
へ

―
①
②
③
共
通
―

■費
 

無
料

■問
 

文
化
財
保
護
課
�　

・
６
６
６
６

９９７

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド　

蚤
・
ロ
ケ
ラ
ニ
フ

ァ
ミ
リ
ー
ズ

　

初
心
者
歓
迎

■日
 

毎
週
日
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時　

■場
 

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か　

■内
 

ウ
ク
レ
レ
、

ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
、
歌
な
ど　

■費
 

月
会
費

５
０
０
円　

■問
 

芳
垣
�　

・
９
９
７
８
・

０９０

５
９
０
９

社
交
ダ
ン
ス　

ハ
ー
ト
ピ
ュ
ア
会
員
募
集

■日
 

毎
週
月
曜
日　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

■場
 

八
幡
公
民
館
ほ
か　

■費
 

入
会
金
１
０
０

０
円
、
月
会
費
５
０
０
０
円　

■問
 

阿
部
�

兼
�　

・
９
９
４
７

９５２

す
ず
ら
ん
会
（
歌
謡
教
室
）

■日
 

月
曜
日（
月
３
回
）　

午
後
１
時　

分
〜

３０

４
時
・
午
後
７
時
〜　

時　

■場
 

カ
ラ
オ
ケ

１０

ス
タ
ジ
オ
す
ず
ら
ん　

■対
 

初
心
者
〜
上
級

者　

■費
 

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
３

０
０
０
円　

■問
 

小
林
�　
・
０
８
５
５（
午

９９８

後
６
時
〜　

時
）

１２

甲
子
ク
ラ
ブ　

占
い
（
気
学
）
手
相

■日
 

木
曜
日
（
毎
月
２
回
随
時
相
談
に
よ
り

決
定
）　

午
後
２
時
〜
４
時　

■場
 

や
し
お

生
涯
楽
習
館
ほ
か　

■内
 

初
心
者　

■費
 

月

会
費
１
５
０
０
円　

■問
 

西
本
�　

・
１

９９８

４
６
２

桜
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

■日
 

毎
週
月
・
金
・
土
曜
日
の
い
ず
れ
か

の
日　

午
後
７
時
〜
９
時
（
ほ
か
に
昼

間
の
時
間
あ
り
）　

■場
 

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
ほ
か　

■内
 

腹
式
呼
吸
を
主
に
、
丁
寧

に
指
導
し
ま
す
。
楽
し
い
桜
会
へ
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。　

■費
 

月
３
回
で
４
５

０
０
円　

■問
 

押
見
�　

・
７
２
４
８

９９６

子
育
て
サ
ー
ク
ル　

い
ち
ご
ち
ゃ
ん
く

ら
ぶ

　

０
歳
・
１
歳
と
お
母
さ
ん
。
お
友
達

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■日
 

毎
週
木
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午　

１０

■場
 

八
條
公
民
館
和
室
ほ
か　

■内
 

読
み
聞

か
せ
、
手
遊
び
、
自
由
遊
び　

■費
 

月
会

費
１
０
０
０
円
、
入
会
金
５
０
０
円
、

保
険
年
５
０
０
円　

■問
 

住
吉
�　

・
４

０９０

２
２
８
・
８
４
２
４

おしらせHOTコーナー　催し
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加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
�　

・
５
１
２
６
）
へ

９９６

�■日
 

１
月　

日
�　

午
後
３
時
〜

２２

■場
 

八
潮
市
商
工
会
館
大
会
議
室

■内
 

講
演
会「
生
き
て
る
っ
て　

シ
ア
ワ
セ
！
」

〜
命
そ
し
て
き
ず
な
〜
※
講
師
＝
大
谷
貴

子
さ
ん
（
�
骨
髄
移
植
推
進
団
体
評
議
委

員
）

■費
 

無
料

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

５０
■申
 

電
話
で
八
潮
市
商
工
会
（
�　

・
１
９

９９６

２
６
）
へ

�①
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室

■日
 

２
月　

日
�　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

２３

３０

０
時　

分
３０

■対
 

市
内
在
住
の
方

商
工
会
女
性
部
講
演
会

保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業

■内
 

高
脂
血
症
予
防
の
話
、
調
理
実
習

■定
 
　

人
２５

■費
 

４
０
０
円
（
材
料
費
）

②
２
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

■日
 

２
月
２
日
�
・
９
日
�
・　

日
�　

午

１６

後
１
時
〜
４
時

■対
 

妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

■費
 

無
料

―
①
②
共
通
―

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■申
 

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�　

・
３
３

９９５

８
１
）
へ

�■日
 

２
月　

･日 　

日
、
３
月
４
日
（
毎
週

１８

２５

･

金
曜
日 
全
３
回
）　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

■場
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

日
常
生
活
訓
練
室
（
リ
ハ
ビ
リ
室
）

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の
身
体
障
害
者
手
帳

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

おしらせHOTコーナー　催し・案内

は
、
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

■費
 

無
料

■定
 

各
回　

人
（
申
込
順
）

２０

■申
 

各
回
と
も
講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

電
話
で
、
消
防
署
（
�　

・
０
１
１
９
）

９９８

へ�■日
 

２
月
５
日
・　

日
・　

日
・　

日
、
３

１２

１９

２６

月　

日
・　

日
（
３
月
５
日
を
除
く
毎
週

１２

１９

土
曜
日
、
全
６
回
）　

午
前　

時
〜
正
午

１１

■場
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂

■対
 

市
内
在
住
・
在
園
の
４
〜
５
歳
の
幼
児

（
保
護
者
同
伴
）

■内
 

ボ
ー
ル
や
マ
ッ
ト
、
平
均
台
、
跳
び
箱

な
ど
を
使
っ
た
運
動
を
行
い
、
調
整
力
や

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
い
ま
す
。

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

２５
■費
 

５
０
０
円
（
保
険
料
）

■申
 

１
月　

日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

１２

幼
児
体
操
教
室

�
　

生
命
の
危
機
に
陥
っ
た
時
に
行
う
応
急

手
当
を
覚
え
ま
せ
ん
か
。

■日
 

２
月
５
日
、
４
月
２
日
（
各
土
曜
日
の

い
ず
れ
か
の
１
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午

■場
 

消
防
署
会
議
室

■対
 

中
学
生
以
上

■内
 

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、
止
血
法
）
※
講
習
を
修
了
し
た
方
に

普
通
救
命
講
習
会

を
有
す
る
方

■定
 
　

人
（
支
援
費
受
給
者
を
優
先
し
、
そ

１５
の
他
の
身
体
障
害
者
は
申
込
順
※
参
加
者

が
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止
）

■費
 

支
援
費
受
給
者
は
市
が
決
定
し
た
金
額

で
、
そ
の
他
の
方
に
つ
い
て
は
、
毎
回
１

０
０
円
徴
収
※
別
途
材
料
費
５
０
０
０
円

程
度
（
初
回
日
に
徴
収
。
欠
席
し
た
場
合

の
材
料
費
は
返
金
し
ま
せ
ん
）

■持
 

枝
切
り
バ
サ
ミ
、
タ
オ
ル
、
手
提
げ
袋

（
大
き
め
の
ポ
リ
袋
を
３
枚
）

■申
 

１
月　

日
ま
で
に
電
話
で
、
社
会
福
祉

２８

協
議
会
・
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
�　

・
３
６
３
６
）
へ

９９５

�
　

み
ん
な
で
「
人
権
・
同
和
問
題
」
を
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

■日
 

①
２
月
９
日
�
②　

日
�
③　

日
�　

１８

２５

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■内
 

①
「
同
和
問
題
と
人
権
」
講
師
＝
大
槻

咲
男
さ
ん
（
埼
玉
大
学
講
師
）
②
「
子
ど

も
の
人
権
」
講
師
＝
安
井
利
雄
さ
ん
（
埼

玉
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
会
委
員
長
）

③
「
性
同
一
性
障
害
と
人
権
」
講
師
＝
虎

井
ま
さ
衛
さ
ん
（
作
家
）
※
各
回
の
み
の

受
講
も
可

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

５０
■費
 

無
料

■申
 

１
月　

日
か
ら
電
話
で
、
社
会
教
育
課

１１

（
�
◯内
 

３
５
７
）
へ

�
　

「
心
の
傷
つ
き
」
〜
精
神
障
害
を
持
つ

人
の
理
解
と
地
域
支
援
〜

■日
 

２
月
８
日
�　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
（
午
後
１
時
か
ら
受
け
付
け
）

３０■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ

■内
 

①
「
心
の
傷
つ
き
と
生
活
支
援
に
つ
い

て
」
講
師
＝
坂
野
憲
司
さ
ん
（
さ
か
の
医

院　

精
神
保
健
福
祉
士
）
②
「
地
域
生
活

支
援
の
現
場
と
そ
れ
を
取
巻
く
社
会
資
源

に
つ
い
て
」
講
師
＝
丸　

博
史
さ
ん
（
精

神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
け

人
権
教
育
・
同
和
教
育
指
導

者
養
成
講
座

精
神
保
健
福
祉
講
座

ぼ
の
セ
ン
タ
ー
長
）

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

２５
■費
 

無
料

■申
 

２
月
７
日
ま
で
に
電
話
で
、
精
神
障
害

者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
け
ぼ
の

（
�　

・
０
８
５
２
）
へ

９９８

�■日
 

１
月　

日
�　

正
午
〜
午
後
４
時

２２

■場
 

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル

■内
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
午
後
２
時
〜
４
時
）

｢
｣

＝ 
食
と
農
を
考
え
る 
、
フ
ェ
ア
（
正
午

〜
２
時　

分
）
＝
県
産
物
の
展
示
・
販
売
、

３０

食
育
の
取
り
組
み
の
紹
介

■定
 

１
５
０
０
人

■問
 

県
農
業
政
策
課
�　

・　

・
４
０
３
１

０４８

８３０

��■日
 

２
月
１
日
�
〜　

日
	
（
土
・
日
・
祝

２８

日
を
除
く
）　

午
前
９
時
〜　

時　

分
・
午

１１

３０

後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

市
役
所
第
４
会
議
室
（
１
階
）

※
提
出
要
領
は
、
１
月
６
日
か
ら
財
政
課

物
品
契
約
担
当
で
配
布
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
 

財
政
課
物
品
契
約
担
当
�
◯内
 

４
４
５

�
　

在
宅
で
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
齢
者

お
よ
び
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、
在
宅

支
援
の
一
環
と
し
て
寝
具
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

■日
 

１
月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の
４
日

２５

２８

間
の
い
ず
れ
か
１
日
（
実
施
日
は
後
日
連

絡
）

■対
 
　

歳
以
上
の
常
時
臥
床
（
ね
た
き
り
）

６５
状
態
に
あ
る
高
齢
者
、
ま
た
は
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
か
２
級
を
お
持
ち
の
重
度
身

体
障
害
者
の
う
ち
、
家
庭
に
お
い
て
布
団

を
干
す
こ
と
が
困
難
な
方

■内
 

掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
、
か
い
ま
き

食
と
農
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成　

・　

年
度
指
名
競
争
入
札

１７

１８

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
け
付
け

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

（
夜
着
）
の
丸
洗
い
・
殺
菌
（
当
日
、
委

託
業
者
が
ご
自
宅
へ
回
収
に
伺
い
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
後
お
届
け
）

■費
 

無
料

■申
 

１
月　

日
ま
で
に
直
接
窓
口
へ
（
代
理

１７

申
請
可
）
※
平
成　

年　

月
ま
で
に
１
年

１６

１０

分
を
申
請
さ
れ
た
方
で
、
枚
数
を
変
更
す

る
場
合
は
１
月　

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

１７

さ
い
。

■問
 

高
齢
い
き
が
い
課
�
◯内
 

２
１
８
、
児
童

障
害
課
�
◯内
 

４
２
８

�
　

中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
の
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま

す
の
で
、
１
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
必

２５

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
額　

平
成　

年
１
月
か
ら　

月
ま
で

１６

１２

に
支
払
っ
た
利
子
額
の　

パ
ー
セ
ン
ト

３０

（
た
だ
し
、
平
成　

年
４
月
以
前
に
利
用

１４

の
方
は　

パ
ー
セ
ン
ト
）

２０

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

２
０
２

�
　

市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
納
税
相
談

■日
 

１
月　

日
�
・　

日
�　

午
後
５
時　

２５

２６

１５

分
〜
８
時

●
休
日
納
税
相
談

■日
 

１
月　

日
�　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

３０

★
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
実
施
中

■日
 

毎
週
木
曜
日　

午
後
５
時　

分
〜
７
時

１５

■場
 

納
税
課
（　

番
窓
口
）、
国
保
年
金
課

１２

（
６
番
窓
口
）

★
市
税
の
口
座
振
替
の
お
願
い

　

納
付
に
は
「
安
全
・
確
実
・
便
利
」
な
、

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

は
簡
単
で
す
。
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
登
録

印
鑑
を
持
っ
て
金
融
機
関
等
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■問
 

納
税
課
�
◯内
 

２
０
７
、
国
保
年
金
課
�

◯内
 

８
３
３

小
口
資
金
融
資
の
利
子
補
給
補
助

休
日
・
夜
間
の
納
税
相
談
窓
口
の
開
設

ISO14001の
認証を取得しました

　現在、世界的に地球環境が将来にわたって良好に維持されるよう、環
境への負荷の少ない循環型社会の構築が求められています。
　そこで本市では、その取り組みへの第一歩として、昨年８月から環境
マネジメントシステムの運用を開始し、全職員で取り組んだ結果、１２月
９日付けで国際規格のＩＳＯ１４００１の認証を取得しました。
　本市は、このＩＳＯの規格に沿ってエネルギーの消費や紙･水等の資源
の使用量削減に取り組むほか、環境に著しい影響を与えている事務･事業
について目的および目標を設定し管理するなど、継続的な改善を行って
いきます。
　ＩＳＯ１４００１認証取得は、ゴールではなく、環境にやさしいまちづく
りへのスタートです。今後は、環境の保全および改善に配慮した施策･事
業を行い、環境への負荷の少ない持続的に発展することができるまち、
八潮市を目指していきます。

■問 環境課�◯内 ２３５・８２７

八潮
市

ＩＳＯ１４００１とは、環境に配慮し
た組織活動の進め方（環境マネジ
メントシステム）の国際規格で
す。▼

I
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1
登
録
証
明
書
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�

オ
ウ
ム
真
理
教
施
設
ヘ

オ
ウ
ム
真
理
教
施
設
ヘ

抗
議
行
動

議
行
動

オ
ウ
ム
真
理
教
施
設
ヘ

オ
ウ
ム
真
理
教
施
設
ヘ

抗抗
議
行
動

議
行
動

�
　

八
潮
市
障
害
者
行
動
計
画
策
定
提
言
会

議
で
は
、
第
２
次
八
潮
市
障
害
者
行
動
計

画
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。
こ
の
会
議
を

一
般
に
公
開
し
ま
す
。

■日
 

１
月　

日
�
、
２
月
８
日
�　

各
午
後

２５

７
時
〜
８
時　

分
３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
（
３
階
）

■定
 

各
５
人
（
先
着
順
）

■問
 

児
童
障
害
課
�
◯内
 

４
５
３
・
４
７
３

�
　

市
内
に
償
却
資
産
を
平
成　

年
１
月
１

１７

日
現
在
、
所
有
し
て
い
る
方
（
他
人
に
貸

し
て
い
る
場
合
を
含
む
）
は
、
申
告
書
を

１
月　

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２０

ま
た
、
平
成　

年
中
に
事
業
を
廃
止
し
た

１６

方
、
資
産
の
増
減
の
な
い
方
に
つ
い
て
も

そ
の
旨
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

※
償
却
資
産
と
は　

法
人
や
個
人
で
、
工

場
や
商
店
、
事
務
所
な
ど
を
経
営
さ
れ
て

い
る
方
の
事
業
用
資
産
、
ま
た
、
事
業
用

資
産
と
し
て
貸
し
付
け
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
船
舶
、
車
両
、
工
具
・
器
具
な
ど

の
資
産
を
い
い
ま
す
。（
自
動
車
税
お
よ
び

障
害
者
行
動
計
画
策
定
提
言

会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
対
象
の
も
の
を
除
く
）

　

償
却
資
産
は
、
土
地
、
家
屋
と
同
様
に

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

■問
 

資
産
税
課
�
◯内
 

４
１
２

�■対
 

平
成　

年
中
に
市
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の

１６

振
興
に
貢
献
し
、
功
績
が
顕
著
な
方
お
よ

び
大
会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た

方※
書
類
審
査
の
結
果
、
３
月
６
日
�
に
八

潮
メ
セ
ナ
に
て
授
与
式
を
行
い
ま
す
。

■申
 

１
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
推
薦
書

３０

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
窓
口
へ
持
参

※
印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■問
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�　

・
５
１

９９６

２
６

�■対
 

市
内
在
住
・
在
学
ま
た
は
市
内
の
団
体

に
所
属
し
て
い
る
小
学
生
で
、
平
成　

年
１６

中
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
県
大
会
３

位
、
関
東
大
会
６
位
ま
で
に
入
賞
・
全
国

お
よ
び
国
際
大
会
に
出
場
し
た
個
人
、
団

体
な
ど

※
書
類
審
査
の
結
果
、
３
月
５
日
�
に
文

化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
授
与
式
を
行
い

ま
す
。

八
潮
市
体
育
賞
表
彰
候
補
者
の
推
薦

八
潮
市
児
童
表
彰
候
補
者
の
推
薦

■申
 

１
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
推
薦
書

３０

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
証
明
と
な
る
書
類

（
賞
状
お
よ
び
新
聞
の
写
し
等
）
を
添
付

の
う
え
、
窓
口
へ
持
参
※
推
薦
者
ま
た
は

推
薦
団
体
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

■問
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�　

・
５
１

９９６

２
６

�■日
 

２
月
１
日
�
〜　

日
�
、
午
前
９
時
〜

１８

正
午　

午
後
１
時
〜
４
時
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

■場
 

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
総
務
課
（
第
一

工
場
）
越
谷
市
増
林
３
│
２
│
１

提
出
要
領
の
配
布
期
間　

２
月　

日
ま
で

１８

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■問
 

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
�　

・
０
１
２

９６６

２
◯内
 

２
２
４

�
　

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
の

会
費
で
運
営
す
る
交
通
事
故
の
お
見
舞
金

助
け
合
い
制
度
で
す
。

■対
 

市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

を
し
て
い
る
方
（
平
成　

年
３
月　

日
ま

１７

３１

で
に
転
出
す
る
方
を
除
く
）

期
間　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

１８

３１

■費
 

一
般
９
０
０
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０

円
（
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
は
中
学
生
以
下
で
の
加
入
）

■申
 

２
月
１
日
か
ら
、
郵
便
局
ま
た
は
市
民

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
み
用
紙
に
記

入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問
 

市
民
課
�
◯内
 

２
１
０

�
　

平
成　

年
２
月
１
日
現
在
で
「
２
０
０

１７

５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」を
実
施
し
ま
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
わ
が
国
の
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
実
施
す

る
農
林
業
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査

で
、
全
国
の
農
林
業
を
営
む
す
べ
て
の
方

を
対
象
に
行
う
「
農
林
業
に
関
す
る
国
勢

調
査
」と
も
い
う
べ
き
大
切
な
調
査
で
す
。

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
平
成　

・　
１７

１８

年
度
建
設
工
事
等
入
札（
見
積
り
）参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
け
付
け

交
通
災
害
共
済
申
込
の
受
け
付
け

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て

　

皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
調
査
票
の
内

容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
１
月
下
旬
ご
ろ
よ
り
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問
 

総
務
人
事
課
�
◯内
 

２
３
３

�■日
 

①
２
月
７
日
	
②
２
月　

日
�　

午
後

１０

２
時
〜
４
時

■場
 

①
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ

ー
ル
②
春
日
部
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

※
会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■内
 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
料
金
や
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
関
す
る
説
明

■費
 

無
料

■申
 

事
業
者
名
、
参
加
人
数
、
希
望
会
場
、

連
絡
先
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
県
廃
棄
物
指
導
課

（
�　

・　

・
３
１
３
５　

�　

・　

・

０４８

８３０

０４８

８３０

４
７
７
８
）
へ

�
　

改
修
工
事
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

■日
 

２
月
１
日
�
〜
３
月
７
日
	

■問
 

市
民
温
水
プ
ー
ル
�　

・
６
８
２
４

９３６

��入
居
予
定
日　

３
月
下
旬

■内
 

大
原
団
地
１
号
棟
（
３
Ｄ
Ｋ
１
戸
）
※

応
募
が
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

■費
 

家
賃
＝
月
額
１
万
９
７
０
０
円
〜
４
万

３
４
０
０
円

申
込
用
紙
配
布
お
よ
び
受
付
期
間　

１
月

　

日
〜　

日

１１

１９

※
申
込
み
に
は
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

建
築
課
�
◯内
 

３
２
４
・
３
２
６

�入
所
予
定
日　

４
月
１
日
以
降

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
保
管
事
業
者
説
明
会

市
民
温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
館

   市
営
住
宅
入
居
者

心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア

施
設
の
新
規
通
所
者

■対
 

療
育
手
帳
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方

■場
 

や
ま
び
こ
福
祉
作
業
所
、
わ
か
く
さ
福

｢
｣

祉
作
業
所
、
デ
イ
ケ
ア
施
設 
虹
の
家 
、

｢
｣

工
房 
森
の
こ
か
げ 

■申
 

１
月　

日
ま
で
に
療
育
手
帳
・
印
鑑
を

３１

持
参
の
う
え
、
児
童
障
害
課
の
窓
口
（
�

◯内
 

４
２
８
）
へ
※
代
理
申
請
可

�■対
 

地
域
の
方
や
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
に

信
頼
さ
れ
、
子
ど
も
の
心
の
悩
み
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
方

■内
 

市
内
各
中
学
校
に
配
置

■定
 

若
干
名
（
書
類
・
面
接
に
よ
り
選
考
）

■申
 

２
月
４
日
ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用
紙

（
指
導
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
窓
口
へ
持
参

■問
 

指
導
課
�
◯内
 

３
５
９

�入
居
日　

資
格
確
認
後
、
約
５
カ
月
以
内

■対
 
　

歳
以
上

６０
■内
 

八
潮
団
地
１
階
お
よ
び
２
階
（
３
Ｋ
、

３
Ｄ
Ｋ
）
※
所
得
に
応
じ
て
家
賃
の
軽
減

措
置
有
り

■申
 

１
月　

日
か
ら
２
月　

日
ま
で
に
、
案

２５

１０

内
書
（
市
建
築
課
等
で
配
布
）
に
添
付
さ

れ
て
い
る
申
込
書
を
募
集
販
売
本
部
へ
郵

送
※
公
開
抽
選
、
結
果
は
全
員
に
通
知

■問
 

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
募
集
販

売
本
部
�　

・
３
３
４
７
・
４
３
７
５

０３

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

　

オ
ウ
ム
真
理
教
教
団
（
現
ア
ー
レ

フ
）
の
拠
点
施
設
で
あ
る
市
内
の
大

瀬
施
設
で
は
、
依
然
、
在
家
信
者
を

中
心
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
教
団
の
活
動
が
活
発
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

抗
議
行
動
を
行
い
、
教
団
の
退
去
お

よ
び
解
散
を
求
め
る
要
請
書
を
教
団

側
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

抗
議
行
動
に
は
、協
議
会
関
係
者
を

は
じ
め
、市
内
町
会
・
自
治
会
か
ら
約

２
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

■問
 

交
通
防
災
課
�
◯内
 

３
０
５

　　人権街頭啓発
　１２月２日、人権週間（１２月４日～１０日）に当
たり、人権擁護委員がマルエツとジャスコ前に
おいて「育てよう　一人一人の　人権意識　～
身近なことから人権を考えてみませんか～」を
重点目標に啓発活動を行いました。
＊人権週間とは、昭和２３年１２月１０日の第３回国

際連合総会において世界人権宣言が採択された

ことを記念して、昭和２４年から毎年１２月１０日を

最終日とする一

週間を「人権週

間」と定めてい

ます。

■問 総務人事課
　�◯内 ２３０

おしらせHOTコーナー　案内・募集

　

前
議
長
の
飯
山
恒
男
氏
の
ご
逝
去
に
伴
い
、
平
成　

年
第
４
回
八
潮
市
議
会
定

１６

例
会
の
最
終
日　

月　

日
に
、
新
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

１２

２０

住
所　

古
新
田　

番
地

３２

略
歴　

八
潮
市
議
会
議
員
（
６
期
目
）

　
　
　

八
潮
市
議
会
議
長

　
　
　

八
潮
市
議
会
副
議
長

　
　
　

建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

　
　
　

合
併
問
題
特
別
委
員
会
委
員
長

　
　
　

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
議
会
議
員

　
　
　

八
潮
市
監
査
委
員

■問
 

議
会
事
務
局
�
◯内
 

２
７
７

八
潮
市
議
会

　
　

新
議
長
を
紹
介
し
ま
す

 初  山 　 繁  雄 氏（６４歳）
はつ やま しげ お

２８,６２８,０７７　一般会計
２４,０１８,４８６特別会計
１９,８９２,６９６公共下水道事業
７２９,４５０大瀬古新田土地区画整理事業
１９７,８７０西袋上馬場土地区画整理事業

３,１９８,４７０八潮南部東一体型特定土地区画
整理事業

５６,１１２,２０８　合            計

　
　

月　

日
�
、
八
潮
市
オ
ウ
ム
真
理

１２

２５

教
対
策
協
議
会
（
会
長
＝
初
山
繁
雄
市

議
会
議
長
）
で
は
、
教
団
の
早
期
退
去

を
求
め
る
抗
議
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

お詫びと訂正
　広報やしお１２月号の３面「平成１６年度上半期財政状況」にお
いて、地方債（市債）の現在高の表中に誤りがありましたので、
お詫びして訂正します。

２８,６２８,０７７　一般会計
２４,０１８,４８６特別会計
１９,８９２,６９６公共下水道事業
７２９,４５０大瀬古新田土地区画整理事業
１９７,８７０西袋上馬場土地区画整理事業

３,１９８,４７０八潮南部東一体型特定土地区画
整理事業

３,４６５,６４５　公営企業（上水道事業）
５６,１１２,２０８　合            計

↓訂正 （単位：千円）

人 権 擁 護
委員による

草
加
市
と
の 

合
併
協
議
会
は
否
決

　

市
民
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
提
案
さ
れ
、
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
た
、
議
案
第　

号
「
草
加
市
・

７７

八
潮
市
合
併
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て
」
は
、
八
潮
市
議
会
に
お
い
て
、
平
成　

年
１６

　

月　

日
、
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

１２

２０

■問
 

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
◯内
 

２
２
７　

（単位：千円）
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（９）　　広報　　　　　№６５０ 

電話の向こうはどんな人？
～｢オレオレ詐欺｣に遭わないために～

　昨年夏以降、八潮市内でも、いわゆる｢オレオレ詐欺｣
（振り込め詐欺）が発生しています。
　このオレオレ詐欺では、電話の相手は泣きじゃくる親族
を装ったり、警察官・弁護士・暴力団員を名乗って、交通
事故の負傷者の治療費・示談金、友人の借金の肩代わり等
を名目に現金を振り込ませようとする手口が多用されてい
ます。
　この種の犯罪で被害に遭わないためには、｢電話の相手は
誰なの？ ｣と疑いを持ってみることがまず必要です。そし
て、家族等に直接連絡をとり、電話の相手が言うような事
実があるのかをまず確認することです。｢事故｣というので
あれば警察官（電話番号の末尾四
桁は全国“０１１０”です）に問い合
わせをするのも良い方法です。
　そのような電話を受けて、どの
ようにすれば良いのか分からなけ
れば、お金を振り込む前に、市役
所、または警察に連絡して、被害
に遭わないようにしてください。
■問 草加警察署�９４３・０１１０
　交通防災課�◯内 ３０５

 
鏑  
木 　

潔
   
　
さ
ん

か
ぶ
ら 

ぎ 

き
よ
し

（
伊　

草
）

異
文
化
に
触
れ
、自
分
の
枠
を
大
き
く

　

〜
青
年
海
外
協
力
隊
で

ア
フ
リ
カ
へ
〜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

習
の
成
果
を
発
表　

■費
 

無
料　

■問
 

草
加
市

生
涯
学
習
課
�　

・
０
１
５
１

９２２

�東
京
混
声
合
唱
団　

エ
ロ
ー
ラ
特
別
演
奏
会

■日
 

２
月　

日
�　

午
後
３
時
開
演
（
２
時

２７

　

分
開
場
）　

■場
 

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ

３０（
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ

ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）　

■内
 

東
京

混
声
合
唱
団
桂
冠
指
揮
者
・
田
中
信
昭
さ

ん
を
迎
え
て
贈
る
、
エ
ロ
ー
ラ
だ
け
の
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。　

■費
 

大
人
３
０
０
０

円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
０
円
（
全
席
指

定
）
※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可　

■問
 

�

松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
�　

・
１
０

９９２

０
１
、
�　

・
１
３
２
３

９９２ 松
伏
町

�土
曜
の
午
後
コ
ン
サ
ー
ト　

マ
リ
ン
バ
の

調
べ
と
ヒ
ッ
ト
･
ポ
ッ
プ
ス
･
メ
ド
レ
ー

■日
 

１
月　

日
�　

午
後
２
時
開
演　

■場
 

三

２２

郷
市
文
化
会
館（
三
郷
駅
か
ら
徒
歩　

分
）

１３

■費
 

（
全
席
自
由
）
一
般
１
２
０
０
円
、
高

校
生
８
０
０
円
※
三
郷
市
文
化
会
館
な
ど

に
て
販
売
中　

■問
 

三
郷
市
文
化
会
館
�　
９５８

・
９
９
０
０

�草
加
市
民
音
楽
祭

■日
 

合
唱
の
部
＝
２
月　

日
�　

午
後
１
時

２７

開
演　

器
楽
の
部
＝
３
月
６
日
�　

午
後

１
時
開
演　

■場
 

草
加
市
文
化
会
館
（
松
原

団
地
駅
下
車
東
口
徒
歩
５
分
）　

■内
 

市
内

で
活
動
す
る
音
楽
団
体
が
、
日
ご
ろ
の
練

三
郷
市

草
加
市

ラ
メ
ン
な
ど
の
鉢
物
を
販
売
（
品
物
が
な

く
な
り
次
第
終
了
）　

■問
 

越
谷
市
農
政
課

�　

・
９
１
９
３
、
�　

・
３
９
８
７

９６３

９６３

�第　

回
吉
川
な
ま
ず
の
里
マ
ラ
ソ
ン

１０
■日
 

４
月
３
日
�　

■場
 

吉
川
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
お
あ
し
す　

■内
 

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・

　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

１０（
一
般
）、
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
中
学
生
）、

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
小
学
生
・
親
子
・
車

い
す
）　

■費
 

一
般
３
０
０
０
円
、高
校
生
２

０
０
０
円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円
、
親

子
２
５
０
０
円
（
子
ど
も
が
１
人
増
す
ご

と
に
５
０
０
円
加
算
）、車
い
す
の
方
１
０

０
０
円　

■申
 

２
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま

１５

で
に
、
吉
川
市
総
合
体
育
館
（
�　

・
６

９８２

８
０
０
、
�　

・
１
８
６
７
）
ヘ

９８３
吉
川
市

　

近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�花
フ
ェ
ス
タ

■日
 

１
月　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１５

１０

■場
 

新
越
谷
駅
１
階
コ
ン
コ
ー
ス　

■内
 

市
内

で
生
産
さ
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
フ
リ
ー

ジ
ア
な
ど
の
切
り
花
と
ベ
ゴ
ニ
ア
・
シ
ク

越
谷
市

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

行
と

電電話話のの向向ここううははどどんんなな人人？？

お詫びと訂正　１２月号６面文芸欄の短歌の一部に誤りがありましたので訂正してお詫びします。
「設備よき老人施設に人は満つ　老いは黙してざわめきもなし」の歌の作者＝◯誤 　大山トキ子さん　→　◯正 　種村幸子さん

　平成１６年１２月から２年間、
アフリカのジンバブエに青年
海外協力隊のコンピュータ技
術隊員として派遣された、鏑
木潔さんをご紹介します。
青年海外協力隊に参加された
動機は
　青年海外協力隊に参加した
動機は、発展途上国の現状と
問題点についてマスコミを通
さずに自らの目で見たいと思
い、また、全くの異文化に触
れることによって、自分の枠
を大きくしたいと思ったから
です。
協力隊の訓練は大変でしたか
　訓練は１１週間にわたって行
われましたが、平均すると１

日１０時間くらい語学（自分の
場合は英語）を学びました。
現地に赴くに当たっての決意
や不安について
　マラリアの流行地域ですの
で、健康面に関して不安はあ
りますが、現地においてはで
きるだけ現地の人々とともに
協力して、彼らの持つ問題
（おそらくは貧困問題が最大
の問題だとは思いますが）を
解決する突破口を探っていき
たいと思っています。

　青年海外協力隊の一員とし
て、鏑木さんの現地でのご活
躍が期待されます。

�
　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス　

古
新
田　

三
ヶ
島
千
枝

車
窓
か
ら

十
二
月
の
空
を
見
上
げ
る
と

つ
く
ば
新
線
の
上
を

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
走
っ
て
い
く

こ
の
町
に
住
ん
で
三
十
年

来
年
の
秋
に
は
、
漸
く
八
潮
駅
が
で
き
る

県
知
事
に
、
息
子
が
中
学
一
年
の
と
き

「
早
く
駅
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
」

と
手
紙
を
出
す
と
、
返
事
が
き
た
の
だ

そ
の
息
子
も
二
十
六
才

い
ま
は
二
児
の
父
に
な
っ
た

水
を
湛
え
た
よ
う
な
空
の
も
と
を

子
供
の
夢
を
乗
せ

シ
ル
バ
ー
の
車
体
が
走
っ
て
い
っ
た

（
評
）
新
鮮
な
光
景
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。

�

南
川
崎　

小
野
塚
喜
代
子

ひ
と
ひ
ら
を
残
し
散
り
た
る
柿
紅
葉

　
　
　

雨
後
の
朝
日
に
輝
き
て
を
り

　

詩

　

短
歌

八　

條　
　

種
村　

幸
子

恋
し
さ
に
ま
た
し
ゃ
ぶ
っ
て
る
児
は
指
を

　
　
　

茶
髪
の
パ
パ
が
拭
う
そ
ば
か
ら

南
川
崎　
　

松
谷　

永
子

ザ
ワ
ザ
ワ
と
木
々
を
わ
た
り
し
風
の
音

　
　
　

赤
黄
緑
妖
精
の
舞
ふ

大
曽
根　
　

寺
井　

時
子

浜
名
湖
の
湖
面
の
如
く
我
が
心

　
　
　

春
の
日
ざ
し
に
輝
け
る
な
り

鶴
ヶ
曽
根　

齋
藤　

京
子

色
ど
り
の
山
並
み
俄
か
に
黄
昏
て

　
　
　

湯
煙
の
な
か
四
肢
伸
ば
す
わ
れ

�

緑
町
五　
　

村
田　

恭
子

わ
ら
ぶ
き
の
鐘
つ
き
堂
や
冬
の
月

中
央
一　
　

山
角　

微
陽

君
は
逝
き
我
は
雲
追
う
冬 
旱 

ひ
で
り

八　

條　
　

加
藤　

龍
子

冬
空
に
飛
び
立
つ
鷺
の
羽
音
か
な

伊　

草　
　

井
上　

進
寿

山
茶
花
の
花
散
る
下
に
犬
眠
る中

央
一　
　

斎
藤　

富
吉

雁
渡
る
空
に
響
き
し
わ
ら
べ
歌八

潮
七　
　

茂
村　

つ
留

ト
タ
ン
鳴
り
目
も
明
け
き
れ
ぬ
空
っ
風

 

　

俳
句

大
曽
根　
　

根
岸
佐
代
子

茜
空
そ
ら
い
っ
ぱ
い
の
鰯
雲

緑
町
三　
　

岩
田　

苑
江

氏
子
み
な
揃
い
て
今
日
の
煤
払
い

大
曽
根　
　

藤
郷
千
代
子

四
人
目
は
男
児
誕
生
小
六
月

垳　
　
　
　

森
田
ヱ
ミ
子

木
枯
し
や
落
葉
重
な
り
転
倒
す八　

條　
　

大
山
ト
キ
子

小
春
日
や
庭
師
の
向
こ
う
を
雲
が
ゆ
く

大　

瀬　
　

鹿
野
久
太
郎

老
夫
婦
囲
炉
裏
の
話
は
ず
む
な
り

大　

瀬　
　

臼
倉　

さ
き

父
と
子
や
酒
と
お
で
ん
の
い
ろ
り
端

大
曽
根　
　

横
山　

正
夫

色
づ
き
し
立
木
一
本
枯
野
か
な大　

瀬　
　

吉
川　

照
子

武
蔵
ヶ
原
小
春
日
和
の
遠
き
冨
士

中
央
一　
　

尾
形　

つ
ね

懐
か
し
き
煙
に
む
せ
び
て
秋
刀
魚
焼
く

中
央
二　

大
久
保
き
よ
子

 
夫 
好
む
秋
刀
魚
求
め
て
家
路
着
く

つ
ま（

評
）
新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
も
多
く
の
方
の
ご
投

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

呉
美
代
選�

文
芸
欄�

文
芸
欄�

■問
 

広
聴
広
報
課

�
◯内
 

４
２
３

酉�
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